
 

平成平成平成平成 29292929 年度年度年度年度    第第第第４４４４回回回回    政策調整会議政策調整会議政策調整会議政策調整会議    会議録会議録会議録会議録②②②②    

                                                                                                                                                                                                                                                                        

◆開催日時：平成 29 年７月 26 日（水） 10：20～10：35 

◆開催場所：市長公室 

◆出席委員：大原副市長、根耒副市長、樋口教育長、藤原市長公室長、藤浪企画調整部長、 

大西総務部長 

                                                                     

◆審議事項 

・市長公約ロードマップの時点修正等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・政策推進課 

⇒承 認 

                                                                     

◆審議概要 

 

『『『『市長公約ロードマップの時点修正等について市長公約ロードマップの時点修正等について市長公約ロードマップの時点修正等について市長公約ロードマップの時点修正等について』』』』    

〈説 明 者〉大西政策推進課長、倉橋政策推進担当参事、中島主任 

 

◎付議依頼書に基づき説明 

◎説明後、質疑応答 

 

〈総 務 部 長〉学校園のクーラーの設置について、平成 29 年度の事業費は約９億４千万円となっているが、

財源内訳は記載しないのか。 

〈企 画 調 整 部 長〉これまでどおり、ロードマップについては、事業費のみを記載して公表を予定している。 

〈総 務 部 長〉事業費の財源内訳を把握しておくように。 

〈中 島 主 任〉承知した。 

〈根耒副市長〉本内容で政策決定会議に諮ることとしてよいか。 

【異議なし】 

    ⇒本件、原案のとおり⇒本件、原案のとおり⇒本件、原案のとおり⇒本件、原案のとおり、政策決定会議に付議する。、政策決定会議に付議する。、政策決定会議に付議する。、政策決定会議に付議する。    

    

    



別記様式（第 14 条関係） 

 

 

    平成 29 年 ７月 20 日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書政策調整会議付議依頼書政策調整会議付議依頼書政策調整会議付議依頼書    

 

 

 

依頼者名    企画調整部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14 条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 市長公約ロードマップの時点修正等について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

平成 28 年 11 月に更新、公表しているロードマップを時点修正

するため作業を進めてきた。また、行政施策化が決定していなか

ったもの（分類４）の中から、進ちょくが見られるものについても、

あわせて公表をするため、庁内調整を行ってきたところである。以

上について、案を作成したので、その内容について、審議いただ

き、承認をいただきたい。 

説明者 

政策推進課  大西 

政策推進課  倉橋 

政策推進課  中島 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 

 



別紙

★取組の目的★取組の目的★取組の目的★取組の目的

★総合計画上の位置付け★総合計画上の位置付け★総合計画上の位置付け★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 達成された姿

目指す成果

行政の役割

★現状と課題★現状と課題★現状と課題★現状と課題

（単位：千円）
予算額

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

0 0 0 0 0

        

★当該事項に関連する人員増の必要性★当該事項に関連する人員増の必要性★当該事項に関連する人員増の必要性★当該事項に関連する人員増の必要性
※※※※

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

★取組の効果を表す指標★取組の効果を表す指標★取組の効果を表す指標★取組の効果を表す指標

単位 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

①

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

計

0000

　昨年11月に更新されたロードマップに基づき、関係課が事務を進めている。事務の進ちょくや社会情勢の変化に合わせ、29年度以降の状況に変更が
生じている項目があり、関係課と調整の上、ロードマップの更新を行う。

人員増の必要性

その他

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

対象 市民、議会、行政

どのような
状態を目指す

　財政状況等厳しい中、市長公約についても優先順位を付け、優先順位の高いものについて、行政として取り組むことを決定し、
優先的に取り組むことによって、選択された項目の実現を目指すこととした「ロードマップ」について、事務の進ちょくや、社会情勢
の変化に合わせ時点修正を行うことによって、より実現性を高めるとともに、その状況について市民にお知らせする。
　また、行政施策化することが決定していなかった項目についても、進ちょくが見られるものについては、取りまとめの上、公表す
る。

202010201202010201202010201202010201

（コードは「総計体系」を参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

目標値

指標名

付議会議

付議事項

平成29年度第４回会議

市長公約ロードマップの時点修正等について

無

実施中の取組及び予定する事項

Ⅱ－２　適正で、分かりやすい行財政運営をする

(1)行政の責務が果たされていることを市民が実感できている

②明確な目標設定と評価により行政運営が行われている

ア　目標の達成に向けて、計画的な施策の推進と適正な進行管理に努める

行政施策化項目の検討・調整・決定

行政施策化された項目の進ちょく管理


